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酋接やカウソセリ夙初他め磁的指轍術の向ゴ βでご筑た母親と磯1もへ咽府としての相談獺の役

をはか㍑、と．と伺時に相談翻鍛甑機鰹活動と嫉＿激．機能循購鰹．勉た！瞬、、姻嫡．先嚥醜
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談獺の囎をよ棚献≧らえていこうとすることもクラィ出ソトのか縦るす徳での問題を原則として卿

腰艶盗姻捌秘…』．、．＿．、．…．．．二．…拠輸鮎墨強鹸裂眺捲麹遙蕪亘鰭

本研究では，満回に続き1款餓う鵬聴説をた 」鰍騨の二一陀にどのよ独問題が二とらえ肱る1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かを明確にしようと・す｝るものである。て，その仮設に照らして，相談活動の実際を分析・吟味

し，その機能と臨床的意味を考察していきたい。

　今回はそのうち，「母親の二一ドの明確化」について

考察する。
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3。予備研究

　　　　　　　、＝ン㌧ぢド『、 1』L、ビi駈1』1…：さ　『・，罫 究』㌫1

　　　　　　　・ 、一ドr 　1L1 ＼　・

　r㌧
一　’　≡’・」 べ｝』＼シトー

　　　　　　　乃，ざ∋γゆ錐磯鞭囎艶．

iり購；や学嘩、渾賦鱒魎幌轡、歴ゼ
で輿生活上の間題にブブローチするしこれは，クラ・！爵

シ秀安奄力、え拓す5こて9）聞題き～、原即彰ヤ拓翅、り拳薫な・i

、y・斗齢、1，レ勲ヤ∫特旗の御割だり器限溝ぎ盈ない41ξ

を意味する。◎云「、、二“ゆ・iP
㌔・ 1渠：・拠恢冠ヤし1ぐ翁1渉

』’B湘談所に泄る至夢鐸マ塁警葱擦F
灘騨姻を嚇、！％ 卯集勲で廻く鰍鷺9・
争樺｛畢F庵』じ1でξ鐙1雰鉱な海1勲を畢ぶ参ザf．∫ク累イ費ぎ・

ト自身およびスタッフの判断で決め・られる。1．

1複認難禦警議繭1臓轟二i

弊饗篠と！塑髄1騨輝舞モξ煙韻噴∵
　藁ことはf⇒監なかなか育なない耗、すヤ壱う現状り中で愛子　

ξ濁ρ舜達矯疑問を持ちド やがて不安にがられ工多くの・

母親は，医療機関・治療訓練機関・。相談機関・・保健所な

　（ユ）予備研究の目的 1孟耽’謬1訟1．！1梼1 婁黛翠

　来所す資轡琿ρi『ギをで鴛為芽球熊糞牌摯マ解畢約

響紡縫ためヂ あるグルー 漁間の面接記録嘩
いて，轍あ贈紛類鯉し冷』蛎罐賓鰍

　定することを目的とした。

　（2）予備研究の対象と方法

　　この予備研究の対象は，次のようなものである。

　子どもの問題で来所した母親7名のグルーブ

　・面接期間は，最近の約1年間

　　ただし，ケースDは半年で終了（入園のため）

』丁一一畠’“Ψr『『 狽二1鮮溝鯵力酊じ湾菟燕藁
　。面接形式は・週1回　1蒔商きO分（面接担当者1名） 1
　・面接記録は，面接終了後，担当者が各メソバーの主な．

　発言を内容中心に記録したものである。

『餌鍔黒噸脚嘩曝庫1』』、ゴ 1万I li・無，，澱 r1
　　上記の面臨録に基いて・まず主な難を内鰍鯵、

　きく分類 して，大項目を得た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　次比各発言を大項目のいずれかに分類し，さらに木舞、．1

目ごとに・その発訥容を頒鍵して4’即碧雌しll、

　た。大項目・小項目は第2表に示すとおりで昂る。

i．
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第1表　〔ケースー覧〕

ケース1季轟舞露1啄族梅成 ∴主　　 一 訴函 ”字どむの釧莞達指数議轟鞠
A

3＝5． ・匁・35靴毎　31歳i』…

8ケ月

、膿鰭屋、嘩れ一義』1話じがげても知らんぷり弔〆「』

㌧＝． ρ　　 一

ヒ精神輝遅滞・自

1朗績絢

　■　」

45　（4：4）

B
3＝5 父　　29歳

姐　購、』、

　　　・ことばの遅れ
25歳ふ『1ρ入園の不安　　　　　し

言語発達遅滞

、1閉傾向

50　（3＝9）

C 　3 ＝ 3　．

戸i　』’マ 　些

父 　34歳

母一134歳
弟、8ケ均、1

　
’㌧

9ことぱの遅れ

1

言語発達遅滞

緒不安定

56　（3＝6）

D 2：11弓
母　　42歳

　14歳兄　　10歳

免父1　 41歳1肝・発達の遅れ

　　　、・特にことばが少なく

　　　、文章にならない

精神発達遅滞

体的発育不良

61　（3＝2）

．E 3＝6　 父　 38歳・

、母　　35歳

兄　　10歳

…ことぱの遅れ

・落ち着きがない　

言語発達遅滞．

自閉傾向
　　　　一1 r（3：8）

、F．1 き4： 1 ．1父　　42歳

．母 ．31歳

　　6歳

・ことばの遅れ　． 精神発達遅滞「 30 （4・：7）＝・、

　　　1」き
や二

G 一r｝ 、、ill2
父　　32歳

母　　32歳

　　6歳

・ことばの遅れ　　・ 全体的発育不良

精神発達遅滞

54 （3：4、〉、lll・

、　．

第2表　母親の発言の内容分類

〔子ど商め現乗状況め把握・理解について〕
丸

、？挙連の遅れ（1こ と磯の遅れ）に対しての不安

、　「■1

一へ、　Lり

1鞭僧，縣1
、

1髪㌔：i』（’｝・・ド・く
』11・、・

異欝卿る骸

・0 騨留鞭、馳べ卿い伽糊

．lc

・ことばが遅レ、排尿が自立していない吋菟ラ、望ζ項・と，

不寮でたまらない7～イローゼになりそうだ。、・、
，

・脳に磁があるのではないかと思うパ初 ご厩考
量尋とカーッとしてしまう謙璽為馳、賢

・知恵遅れではないかと言われどでもジぜレ ク「
受け’』

た，そ うではないかという不安がある がらだと思『う1一

それからは子どもを外に出せなくなった。

・普通の子≧何か違う。

。確か殖普通の子と津うんだ馨あと思うす 1甑飼1 1一

・普通の子はこんなこどしないのでほないだちちか1凱奄

っぱりおかしいのではな“加。

●ま論で遡なヤ’ 庫とま殖鞭㍉室轡ヂ

・子どもの中にいることはできる，離れ淀』人で遊んセ「

しまう，他の子にやられっ放しろ

・しゃべらない，発声が少しふえてレ玉る評単語が少し言

えるだけ，・発音がはっ き りしないみ，・
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・ 子ど も：の行動の意味が理解できiないいらだち

rぐ

～

rrr　

廟もの獅聯価繍寮鰹礁瞬師
置

一1

　　　11覧

桜こr 、》㌧

。子どもの変イビ・ 成畏を途総確認を求める1

、、ド！〉rり 　　戸

L1』～一　　F『“＝　㌦P叉

1、

、1ゾ

r．」』　

・＼　「

1鰐鰍蓼化憾即な哲撰幽築塗哩削』1
他児への羨望

　　　　　　　　　　　　　　　　　 il』』』 lべ｝

●診勲解輝麹騰騨㍗～、
　、、い』 1ドド｝る・診告 ！ 1

の1

〔子どもへの接し方・教育にういて〕些
：

、r ＼〆 一19

・おちつかない，おびえやすい，頼ることカ｛多い，神経

質で細かいことを曳にしてこだわる。

6排尿が自立しない，おはしが使えない，手で食べてし

まう。

・子どものすることが全くわけがわからなぐてイラ！イ1ラ

する。

・大声をあげて夜中でもビョソピョソとびつづけてうる

　さくてやりきれない。

・終日泣きっ放しでうるさくてたまらない。

・サーッとどこかへ行ってしまうので目が雌せず疲れて

たまらない。

・言うことが理解できないのかてこずることが多く カー

　ッとする。

。小さい子をいじめるのはやきもちのようだ。

・父親のパジャマを手放さないのは，寂しいからだろう

　かo
．1．噸む㊨は思う．よう照ビかな側瞳のよ．うだゆ．．．．

一．一 一

・子ども．に抱きついた！り憶わづたり関心がでてきたので

　昏まないカ・と，思うカ㌔

・抱きどおしで下におろすとどこでも穫ころがって泣い

　て困るが怖いのだろうか。

・遊びが広がっている。

・子どもに対してやり返しができるようになった，外で

　遊ぶよう壱こなった。

、乞二大ムに」南 をa≧け．た：一り、セさた．らきた厩る、よ．う匹な．った。
＿

？iこ・とばが増え凌丹発音がはTっ、きりむ、てきた， 「聞き分け

　が良くなった6　　　　 　　　　　　　　 1玉L』！

・元気になった，笑顔がいつも見られるようになった，

　夜泣きがなくなった。

・オムツがとれた，スブーソで食事ができるようになっ

　た。

・ちっともことばが出ないのでホトホトいやになる。

・ことばの増えが思わしくない。

・うちのはちっともバーッと変わらない，変わってくれ

　たらと思う。

。変化のある子はいいね；。

』・ 自閉のよ’一うなと一』ころも』あるがそ匝でもないと墨 う石』r一

・境界位の発達だと思う示障審児亡入るのだろうが♂’

・こういう発達の遅れはとり戻せるだろrうか残るだろう

　かo

般続う痴瞬ヤニ画憂昏轡、線亭、事、じ1

．7

まう一．．

‘』、 特』》； ∫』、π ．．

，監『・ン誹聾＝ 　『㌧・　　 《」

・近所の子と遊ばせようすしても遊ばない，．教えても覚

紘鉱）乞、，．ξう し文やっ、たら．よ．レ｝舩分．らな．《，ヱ．カ、諭

　とするばカyり1だも1〆　』ン』 ：、lt i函、1、1荘r似コ、ζY桑〕

｝礎嘩び騨るが哩ゆ賊う糾だ灘灘贋寄
　Fで弟を鴛・じめて危なぐ之仕方ない，どうじたらよいか

』249一
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・自分の子どもべの接し方の吟味 　、

、　

、・ こ r．　』ピ

　．覧』

曼子どもの具体的な行動にどう対処すれぱよいか

「』、 i　l

・子ども八の接し方についての洞察を衷現じ1一・確認を求

める　　　　　　　　　　　　　、一 忍「』レ監

・舵も嘩し轡聾？瓶・

　　　．二・r　　　　　rく 1』．＝ 一　　　 1

rウ’『　．へる』

　　　覧戸♪．

， し　　ビ

〔子どもに対する感情について一母子関係一〕二

し子融嚇吻噸魍瞬ち1旗ゆ舳

とノイローゼになりそうだ。

・外遊びをできるだけさせるようにはしているが， どこ

へ行ってしまうか分らないのでついて歩くだけでヘト

ヘトだ。

　　　　　　　　電
・ミダメヅ先ど言い通 じだ1 言いだぐないが危ないので

　言わないではいられない。

。大きい声で豪ダメ・モと言うとやめるが私を見ると身

　構えておびえるようすがある。

・叱りすぎかミこわいモと子どもがよく言う，厳しすぎ

　るのかしら。

・手のかけすぎか，甘やかしすぎか。

・まどろっこしくてつい手助けしてしまう，少しやりす

　ぎだろうか。

胆≧ばが鋤摩郡ゆも黙感麹胤まう塘
　）・のだろうか．

・子どもがかんしゃくをおこすとうるさいのでいつもぶ

　つ力宝”””。

・排尿のしつけ，食富（偏食，手で食べる。他の人のと

　の区別がつかない）

・ことばの育て方，発音がはっきりしない。

。気になる行動一戸のあけたてを繰り返す。奇声をあげ

『’疑び続腸・ 嘩鰹尋遭奪肋榊、し麟り
　をこわがる。

・泣き統ける。弟をいじめる。テレビぱかり見ている。

　外に遊びに出ない。

・きつく叱ってもその時だけですぐまたやる。

。ほめたら泣きやんだ。

・目を見て話すとよく応じてくれる。

・桑ヘリコブターよモと話しかけたら発語した。放って

　おいたのがいけなかった。

・親の気持が安定していると子どもの発音がはっきりす
る・ 』 ∵・』

rr 1』11r－ 1＝∵シ』映曹
・やれないξ決めていてやらせな砺た蔦濠、奪脚勲

　真似をしてやった。

・外遊びに出すと調子がよい。

・遠足をあんなに喜ぶとは思わなかった。

謹ことぱは言わぜよ・う とする．と．いやがって言わない。＿

。繰り返し経験している中セ少1ご夢ろ覚え6まちだと1

・刺激があったら関心を見せた，刺激が闘心を育てるん

　ですね。

」親のエゴを押しつけてはならないと思った。

・いろいろな経験を、して育っ6∫・、も“、1シ＝ヌr1、！ 、l　r

播き姫子に 藁躯嘱と聯りで饗騨惣難”
　助ける ことを教えればよいと思うボ／

・子どものφることにかんしゃくがおこる，頭にくる，

やりきれない。
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k・』　　・ ㌔〆 ㌧’

』い L＝

一’
寸』＝

一レ＝

｝子ど もの存在に対する拒否感』

　　 ㍑1 1“ド1』11 ゴ∫』1肖： 1、

ド亭どもを受け入れら1裕な）槍秀た対する嫌悪感ひ

　「 し」1刃呂・．r

き： ン1ト1，Fl；．rし1 1、

　　　　』r瞬

　　　　　つr凛．・曳《・イli二 濠

㌧r』＝座』』7・ 群き祉 U『lrζ

一f！klい．ン　 1：

い 111・1’、：⇔ 1
1

　、．「⇒．1、rこ、矯’＝
㌧＼

F鵯訂－・（
r、1“ 11赫乙べ、r1 1・r r

1鯵9脚蛾煙幣、

免1） 」「

■Lず　r■

㌧　 ＼

。子どもの気持。感脩をとらえ，表明する

へ、，1r、k 』』 ㌃．，＝一 ゴ旨 〆1 1

＾、　』｝・1沢・

ゼ、無ぢ

r㌔『、

・母子関係の充輿感・母親としての自信の表明 、r、で

　　　　　　　　　　　　　．ナい きぎi1 A’、・、乙￥・

〔家族関係について〕

i●父勢熱惣磯．「／一

　　　　　　　　　　　　 ・㌔瓦　　 1く・「

i・髄縣をどう扱ったらよい紛悩み

，イ

　、　一、、LP』、　」　

、、．r
㌧1』・、㌧』1・1「ll｝へ1 ぴ　！・

ii、
ll

』依ぐ■ 1 耽Lll》 ・Jl㌃ερ

・子どもがちゃんとやらないのでイラ イラしてたまらな

　い
・あまり泣くのでうるさくてノイローゼになりそうだ。

「♂子麗が糊づ椰マじ悪σ騨壁穆解1琴「
1通しだ。

勤ま訪姉この子輝隙牲鶴界韻額睦ら
・麓霧麟擁諭1群1ヲ1脳天き』ヲ、lllτ

・こんな子いらないとけとばしてレまう。

・私っておそろしい女だと思う。

・おこってぱかりいて夜になると悪かったと思う。

・子どもに対してカーッとしてしまう，いけないと思っ

　てもおさえられない。

．D 子 ども、粧ち．厄ん、と一しな虹と、託ラ孟乏する，＿、自．分だウて．．

　ちゃんとしていないごと勝あるのにとわがま まだ と思

　う。

・子どもが父親といると私といるときには見せない充実

感を見せる，自分のことをもっと考えないといけない

　と思う。

◎いろんなことを感じすぎるのか，くよくよ考えて眠れ

なレ｝9
－．ーレ［－ 轟 乙

1ボ

1－二『

．㌃ ‘

』1

ゴ．．

ボ．、．：、

∴3一、L； 、『一 ＝

2この貯お母さん。爵び絢る⑳ま自：遡ε繍る

　と喜ぶ。　　　　　　　　　　’　・、r、｝ 　蔵＼ 丁51【ヒ1∫1・繭

・頭をすり寄せて来たりひざにのったり甘えるようにな

　って きたみたいだ◎

・自分でできないと私のところへ助けを求めて来る6
r・ 渉おこるととても不安そうなようすをする。

・篭ママミとよく私の ところへ寄ってくるようになっ

　た♂

’麟番をさせて私醐づてく蓼聯零騨熟怒
　る。

◆子どもが私によくくっつくよ うになった。

1・ 抱いてやると喜ぶ，子どもがかわいい。

・子どもが父親より私につくようになった。

・。 にキスをする，私を守ろうとしてくれる。

・何もできなくても良い，、と思う。

。ことばは遅いけれ鞭欺嬉ゑ鱗る9

rr

，・ 一
・講》淵（ヤ ‘．1．1

i’子どもしつけよう蝿う鮮鯛許織働職、，瀞
・帰宅を子どもと一緒に待っているのに遊んで遅く帰っ

　てくると腹が立つ。’

・弟を恥サめて危なくて困る」1
．　 、．》日普ド刻でピ

・この子を連れて出るのを他の兄弟がとズも 気幡する，i・

ひがむ。

・この子に手がかかり兄には我慢ばかりきせ七いたせし～

か私に要求しなくなってしまった。
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　　　　　　　　・兄がこの子のことでひどく友達に気を使う。

　　　　　　　　・妹の方が反応があるのでかわいくて，つい妹ばかり気

　　　　　　　　が向いてしまう。

づ姑ゐ干渉比爵ずる悩み
。ことぱを教えないから育たないなどと干渉されるのが

いやだ似、、．．．
一．．

〔近隣社会どゐ闘係にっいズゴ
1L、

〆　「

・近所の人の無理解・好奇の目などに対する「悩み（

　　　　　　　　　　　　　　．　■『1～　．

・子どもを外に出すと人に見られるようで外に出せな
いo

。痴騨舛磁い熊と言卿軌』’翅蘇ど鷲
外に出せない。

・外で子どもが奇声を出すと人が見るので恥ずかしい。

・親のしつけがなっていないと他人に説教されくやしか
った1分ってもらえない。

垂近所の子とうまく遊べない悩み・．’」、 ．．

1ぐi

・この子が反応しないので近所の子に遊んでもらえな
いo

・近所の子にやちれら放しでヲま く避諌ないづ 『　1’、．』、

・親が見ていないといじめられる，『 な＜Lζ目が離せ な

いo

・よその子にやられてもやり返せず子どもが酎えている

のを見るのは切ないo

農〔邸磯睡 め関係ゆいて〕』　、！

・受診するのがこわい

・r 診ゐ必婆性にづ｝・て㌔

一　『 　　　　　　　．ζ

　1 、ン『

一’

・脳に障害があるのではないかと思うがそのことを考え

　たくない。

・脳波をとるよう言われたがこわくて行く気になれな

　いo
・病院に行ってまた子どもが不安定になってはと思い行

　く気になれない。

・病院は結局何もしてくれない。

・脳波をとった方がよいのだろうか。

漁水がス［ッ、と飲めないが検査しても．らった方がよいだ

　ろうか。』ら

・発声が不自然だが検査してもらった方がよいだろう

　かo
。眼が斜視のようだが検査してもらった方がよいだろう

　か。

兜．どこ岱行っえ診て1もちえ昏ま1ま1“力冨ト
。 こういう子を治療してくれる歯医者はないか。

〔他の通所機関と、の関係について〕、、．、

1・他り鋤噂所ゆy噸薮、
－■

・近くの障害児グループヘの通所を浄ずめられ禿が。 ∴

・児童館への通所は適切だろうか。

』〔入園に関 し宅丁　　』
『 り『 『 こ1［』

　　　　　　　　　　　　1！

・園の選択に1ついでの迷い・li＝罵 　　。入園をさせるか，在宅にするか。

　　・福祉施設への入所が適切ではないか。

　　・3年保育と2年保育とどちらが適切か。

　　・幼稚園か保育園か。
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・』脇床相談技術共同開発瑛業報告：［

。1 園に対しての不安

べ

．〔その他〕

湘祉雛につし・て

6 障害児に関するマスヌミの惰報の整理
イ　丁「

。園の教育方針として締合教育をうちだしている所然よ

ヤ、カ、o』 一　　　　　　　　　　　　　F　　 　1　　　　　　　 　一．ヅ

・障害児教育の経験のある所の方がよいのではないかo

・能力として入園できるだろうか。（入園テストができ

　ない）　　　　　　　　　　　r い
・園は陣害のある子を受け入れてくれるのだろうか。

。入園頃も匙拶櫛鮮鷲頻コ1・
．・ いじめられないオ｛1． ついて》～がれるが。

郵他の子と遊べないど思うゴが・ら・2iら1 ∵・』 』」　浜

・活L暴・して人にけがを＝ざぜないかぎ

・泣かされで帰らて来でしまう1ゆではないか。

』φつぎとばされたり じて げがをヤじなレ∫だろうか。

・母親が障害児の親として園でや6ていがれるだろう

　かo
1先生や友達に迷惑をが欧な“だろう1が己．』 『』し

，

・幅雌遡熊瞬た穆、師難嬢塗匹、
・愛㊨手県にづ吟せ知ゆたレ・マ、、．』

・新㎎の記事，1 陣害にづいての講演1 本などについて，

ダ～と書かれてあづたが家の子の場合は どうだろう。

　第2表は・担当者が・ 治療過程の進行を感じとりなが　　　③　②の問題解決のた沁に，・1当相談所以外の対象鮮働

ら乳1騨騨鱗過噸つて僻したもので・特に蝉、龍！摂気惑とし嘩明され・：そ爾準吻卿が償
目貸ど菊 の購状況脚賊翠解について〕 』〔礎、1・1御趣紳や勲瞬もの．・．、、．レ，

もに対する感惰について一母子関係一〕については， 治 ＿、ヤ
構準似よ！一 理譲り購琢的琿瞬おホび前輿報告の観点を

療過程の耀行に若干関廉のあ資配列になっ てヤ・為と墨多』，．叡ま逸粒ろ客薯驚5名の鰯議で行？たρその構造に葵

れる6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き，小項鼠についてぱ各スタッフの経験により，必要な1

季磯琳ユード脚に聯を曜う燐』場下 剛珊鱒騨臥 』』　・ lll．1 1や

「虜
時商経過は捨象するが，治療的変化・』』ドの変化過程　　　以上によって得られた大項目・小項目を本研究の昌一，

蜘るためには誇後の参都なる・ ドヂめニク囎と蒸確用レ・る；扉磯
ω　二一ド項目の確定　　　　　　　　　　　　　　　　　　（確定された二一ドヂ晶ックー覧表は1本研究の結果の1

　堺上卯手締きによ、マて得ら鈴た大項目1少項目を二「　　ところで示す。〔第3表〕）　　』㌔1∵ ・憲1へ1

1ドΦ属点から取総選択し，大環目ごとに構造化した。構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4． 本研究　　　　　　　5拳化に為なっ宅嬬．二rrドを次のような次元に分けてと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆

らえた。、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エ）　目　的㍉：

　＠そ明韓かな翠題解深的志向性をもった問題意識（道，　；と翠ゆ理れを車訴と レてジ民間相諌機関に来所転だ

県的問顎意識モ～のために～するモがはっきりしたもの）　　就園前陣魯幼児の母親の二r下き明確壱監す登こξが・誰

璽鱒㍉r感情としマ不蜘購など猿現される礪の目的であるづ
凱巽・わ囎曲二一ドというべきものである曾　（2） 方法
　②　明らかな課題解決的志向性をもった問題意識が表　　　予備研究で得られた』一ドチニック項目を恕い，τ 5名・

明盗勉当相談所の援助によヴて現笑に何をどうしたい のス 〆．＞．7が嵐ら担当した母親面接例⊆27例）に？いレ

と表明されるもの（理念的に当相談所の機能として援助　　て，二びド評定を行う。’　　　 、　 ，　

乎，

が期待されるもの）。　 1　　 1　　　　　　　　　　　　（3）対　象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

きド

lll麓瑳欝鱗蹴馨供を求めるもの謡認鰍驚蟹糊1嘩嗜
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第3表㌣母親の二一ド

グ グ 個 A口

う　　

ケースの処遇
ノレ

ノレ

プ
』

％

晶一ドチェック項目
1 ↑↓

ブ 人 人 計

〔A 子どもの現実状況の把握』理解の問題〕

①　　★ 発達の遅れ（ことぱの遅れ）に対する不安 16 3 5 24
88．9

★ 子どもの行動の意味が理解できない苛立ち 14 5 5 24
88．9

（普通の子と違う） 異常性に対する怖れ 4 3 3 10
37．0

子どもの変化・成長をなかなか認められない焦り 8 3 2 13
48．1

他児への羨望 5 工 3 9 33．3

将来の不安 2 2 2 6 22．2

②　a★ 子どもの発達状態について現状を知りたい 12 5 2 19
70．4

★ 子どもの気持や行動の意味が理解できないので知りたい 11 5 4 20
74．1

診断して欲しい， 普通とちがうのではないか 3 2 4 9 33．3

★ 子どもの発達の遅れ（；とばの遅れ）の原函を知りたい 8 3 4 15
55．6

子どもの今後の発達の見通しが知りたい 7 2 4 13
48．1

ブレイルームでの子どもの様子が知りたい 1 1 2 4 14．8
、b 客観的資料（知能テスト。発達テスト）が欲しい 2 0 1 3 11．1

ブレイルームでの子どもが見たい 1 1 0 2 7．4

〔B 子どもに対する接し方の問題〕

①　1★ 子どもにどう接したらよいのか分らない，混乱してしまう 1ユ 4 4 19
70．4

★ 子どもの状態・行動に対する苛立ち・腹立ち・怒り 12 5 3 20
74．1

子どもに適切に接することができない自分への嫌悪感 6 1 0 7 25．9

★ 子どもを順調に育てられなかったのは自分の育て方のせいか 8 4 4 工6 59．3

状況として接する時間がとれない悩み 2 2 0 4 14．8

②　　★ この子に合った接し方を知りたい（自分の接し方でよいのだろう
か）

11 5 4　
20 、74』1

★、1こういう 揚合の子どもへの対処の仕方を知りたい（具体的な問題 14 5 5， 24
88．9

行動・異常行動に関レて）

一　■　　　一

〔C 家族関係の問題〕

①　　★ 父親の非協力に悩む 9 3 2 14
51．9

★ 同胞との関係に悩む 9 3 2　r 14
51．9

その他の家族関係に悩む（姑他） 4 2 1 7 25．9

1②ia・ 塚族め間題を処理するにはどうしたらよいか 6 3 2 11
40．7

∴b ’（自分以外の〉家族に会って欲しい 0 1 0 1 3．7

③ 家庭に来て解決して欲しい 0 1 0 1　 3．7

、〔P ．近隣社余との関係の間題〕

① ∵★
唱』

所め人の無理解好奇の目などに悩む 15 2 3 20
74．1

★ 近所の子とうまく遊べないので悩む
13 3 3 19

70．4

適切な遊び場所がなくて悩む 1 0 1 2 714

適当な遊び友達がいなくて悩む 4 1 2 7 25．9

子どもの障害について話し合える人がいなくて悩む 2 1 0 3 11．1
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1臨床相談技術共同開発那業報告

②感懸一
　〆・∵F　Y』臼

③

陣害を理解して もらうたゆにはξづ暢たらよいが

近所の子とうまく遊ボるよ、うにするにはどうしたらよいか

適切な遊び場所がないがどうした らよいか　

適当な遊び友達がいないがどう・したらよいが』1』

σ　「o　 6／　O O、

821し6
0　　　0　　　工、 1　　3．7

3　　　1　　　1　　．、5、　r18」5

〔E

地域の障害児を持つ仲間と運帯しだい ・1 0 1 1 3．7

医療機関・その他通所機関と乙g関係の聞題〕，、

①

＠、

③

．受診蝿9がこ繊㌧・　　！
医療不信』行って も仕方な喚、

。受診が必要だろうか1
、、、、

1ぎ1；今行1っズ診ても・ら犀頃ホ いが、、

他嘩時鱒艦つい御勲どう、蜘り趣

適勢な医療機関を受診のために紹介して欲しい11

他の通所機関5紹介して欲しい　 ・〆

　　　　　1

1囹、li壷
　　　　　　　■　　　　　　　2　　12　44．4、
　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　 　1　　　6　22し2
　　　　　　　■
　　　　　　　・1　　　　10 　37．0

　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　r　　　　　　
　　3　　”ユ ㍗　　　　 券・ 5　　18－5

　　0　0　　　t 1」，3．ス

｝　「

白灘雁祉制度にづいての問駒

①，

2　

、◎

③

＼　■

1
　　 教育御度に対す為不満

★　　、幼稚園曳傑育園へo入園に対する不安 』1

＼ そ脅他の璋隅施設べの入園比対す為不安」　　　　謬

　　福祉金。畢φ芋帳な翠φ受益琴附する紙抗・不満』

　　園ご対しての不満

★

園

㌦』

・薗哩榔伽てφ綿を恥サ琳しV・
激育緯に関 虞知りた刃・

勿稚隅・保育隅4）情帳潜知りたヤ）1

その柳醐職囎報が卿煎・1、．
・収容施設の情報が知りたい r　　一　』　　』　』

園ど 挙どもの1ごとにづい之どう話し合ち・たらよレ～が

福祉金・愛の手帳などの受益について知りたい旨　・

，園今綿介し』て欲しい　　　　　　　　
1レ

園と子どものこどについて話し合って欲しい

「そめ他の施設へ紹介して欲しい 』ゴ 　　　　　
1ン 「

制度の改善へ向かって連動する　　　　　　一

6
12

σ

0

0、

5
0、

1
0

4　2592。6．
9　　4 14．8

5 23
8隙、

1　　　　”4　　14ご8』

　　　　　　　イ　ず0』　　　1　”3』7

σ　『1 3ゴ

O　　　　
P1

　3乙7卜、

1　　2　　1 9
　　　　　え　し4　 2丈’1866．7
01　　0 　”〇　一”0

0　　0．　　0♪・

1〔G’．♪そり他〕

、

、　、　■

① ↓、』（マ裸の踏韓接してシヨン控受けて不安になる

② r　a　r

　 b

5 0 ・ξ布
情報に接じたヵ｛どうレ、う意味力塾ま・らきり させたレ、

本を貸して欲しい（紹介・して欲しい）

、発語を促す治療教育をして欲しい、

偲親のカrウγセリソ グを受けたい1

ご通所日数を増やして欲しい

画擦時間を適当な生活時間に台わせて欲しい

・、 謙料の滅額あるいは免除をして欲しい．

4
11

0
1
0
2
0

1　　　・11・　　ノ6・レ・22毒・2♪

1　　11 　　　11～1

1　　　　0r　　　』1　　’3．．7乱

O　　　　　O　　　　　 11 　．3；7

0　　　　1・　　　1　1』3‘こ7r

1　4』　 τ ⑳ド91

0　　0　　0、　．0、

亭』’ 、　
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第4表1 －各天項目にづいていずれの小項目にも該当しないダ薗ス数

大　項 目 A　l B　l c　l D　l E　 l　F G

無　該ケース数（％）当
O（0．O） 0（0，0） 7（25．9） 1〈3．7） 19く33。3） 0（0，0）

16（59．3）1

　　9個人処遇のケース…………5例

　　・グルーブ処遇のケース……17例

　　・個人＃グルーブの

　　移行の行われたケース……5例

（4）結果
　各ケ■スごとめ評定の結果は，考察で必要に応じて述

べることにし，個人処遇，グルーブ処渾・個人零グルー

ブ処遇の各々についての各二一ド項目の該当数は上記の

ようにな る。

　なお，全体の傾向として，三者の間に顕著な差は見ら

れないので，％は，合計についてのみ記したg

　大項目別にど卯ような二一ドが優位であるかというこ

とは，本研究がらは直接導きだすことはできない。どの

ような二．一ドが多いかというζとは，小項目ごとについ

てのみ言えることである。

　特に，多くのケー累に見られる二一ドは，★印で示し

た。

大項目に関し1て間題にしうるひとつの点は，ある大項

自比属するどの小項目1こも該当しないケースがどれくら

いあるかということで昂るgそのケースにとってはpそ

の大項目自身が聞題にならないのではないかということ

が考えられる。そこで各大項目について小項目のいずれ

にも該当しないグースについて調べると，第4表のよう

！饗綜果になった豆

大項目に全然稼当しないケースは〔C。家族関係の問

題〕で7例（2亀9％）くD，近隣社会との関係の問題〕

工例（317％）デ〔E．1医療機関・その他の通所機関との
　　　じ　　　　　　　　　　　　ヒ
関係〕ig例（333％）1　〔Gl．その他〕16例（59．3％）

…で鱒細 3津やいズは・全てのケースが晶一ド

r纏明壁いた≧いう鑓になる・

　f働．Eについ歪該当しないケースを個別に調べてみる

1と，．寄：次めようなドことが言えう。

　〔C，家族関係の問題〕に骸当しないケースは，いずれ

臓害児がひ≧りっ子かあるいは同胞がレ’ても鱗が雌

雑七》・ぎもの饗あっな」父親，その他の家族との関係に

づ』盤姦週錘纂左詮、蕪で望蝿拠妙，．．．．．．．

　〔E．1医療機関・その他の通所機関との関係の問題〕に

該当しないケースは，既に医療機関とつながっているも

の，あるいは受診の必要を感じなかったものなどであっ

た。

5．考 察

　　〔A．子どもの現実状況の把握 ・理解の問題〕

　　〔B．子どもに対する接し方の商題〕

　ほとんど全ての母親が，発達の遅れ（ことばの遅れ）

に対しての不安にどらわれ，1子どもの行動の意味が理解

できない苛立ちをも ち，』これが子どもの発達の現状を知1

ろうとする二づドや，、その気持や行動の意味を知りたい

という二一ドに結びついている。　（％以上）

　また％以上の母親が，子どもにどう接 したらよいかわ

からずに混乱し，日々の生活の中で直面する子どもの状

態「行動硯対して苛立ち，子ξもに合った昂るいは本態

に応じた対処のしかたを知り廷が？ている。具体的に例i

をあげると「ことばが通じない」「反応がとらえられな・

い』「遊びの範囲がひろ奉ちない」鳶レ》った発達上の間1

1題か臥　「夜眠らない』「摩？て食礁をしなレソ　「努で

食べてしまう」　「排尿便のしつけが犀難だ」どいっ だ隼』

活習慣り問題さらに「泥を食べる」、「目を嘩すとどこ

へ行ってしまうかわからない』「奇声そあげて夜中まで

とびはね謝る」r手を騨棚6j・，搾定の物に騨・

する」「落ちてけがをしてもこりず鱒高ヤ・所に登ること

を繰り返す」といった行動上の間題まで，さまざまであ

る・ 　　　　　　、τ　　ll
　これらはそれぞれの子ど駅；即して県俳的暢考ネなけ

ればならない課題であり，最も基本鱒奪F一ドだと考え

　られる。

　また，％以上の母親が「子どもの異常憐畦樹亥多おそ

れ」を訴え，　「子どもの変化成長をなかなか認めぢれな・

・い焦り」r他児昏の鯉上（同樺に舜臥働る！、却、

発達している子への羨望を含セ）、を抱き，「子どもを順

調に育てられなかったのは自分の育て方のせいか」など

　屈折した気持をも1っていることも注目される。このよう

　な屈折した気持が顕在的二一・ドと してどのように表わ

　れ，あるいは顕在的二一ドの昌ユプソメにどのような影

　響を与えているかは今後の課題そあるがi そうした気持

．、呑④萢応嫉担諌機関こしズ軽視でき：な硫聞題匙考柔ζい

　る。

　　またr（普通の子と違う）異常性に対するおそれ」は，

　ケース毎に見てみると廷例中自閉傾向のあるケース8

　例，重い発達の遅れ2例の10例であり，母親の自閉性に
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＝対する困惑の強さ がうかがえる6　「精神病ではないか」

　tF狂づているのではないか」 』丁理解し難い／」 と訴える

　ことばには，母親の重い疲れゼ切実な響き、が あ づ たo 』』

　。（ しかし逆に自閉的であれば回復の余地があるのではな

㍉・かど望みをいだ：ぐケ÷界もある診ず 』．ゴ・ 訴 k．

　その他，ABの範囲で該当の少ない小項目、についても

・各々に考察すべき点はあるが省略する。

　　〔C．家族関係の問題）

　　〔b，近隣社会との関係の問題〕

　主として社会学的に間題になる点であるが，父親の非

協力に悩むケース，同胞との関係に悩むケースが各14例

で半数以上であった。

　ケースを個別に見てみると，母親の子どもに対する不

安・焦燥に対して「心配ない』という父親の反応は，慰

めとしてよりも無理解。逃避として，まともに受けとめ

てもらえないという母親の訴えになっている。蘇通性が

、悪かったり理解力の低い子どもに対して少しでもより良

い成長をと終日とりくむ母親は，心配も重なって非常に

，疲れており，行動面での協力をも父親に求めざるを得な

』い状態にある場合が多かった。また，子どもに対して爽

剣であればその接し方についても父親に具体的な協力を

、求め，父親が子どもの障害の問題を，共にになうことを

・強く求める発言が多かったo

　また，同胞との関係の悩みとしては，弟妹に手のかか

rる場合は，状況として母親が陣害のある子に充分接する

　ことができない。弟妹との葛藤・嫉妬や乱暴への反応の

難．しさ，兄姉のある場合には，障害のある子への母親の

，がたむきが，彼らを情緒的に不安定にし，さらにぜんそ

く，問題行動を発生させる原因になっているケースも多

1かった。

　これらが家族の問題の処理をどうしたらよいかを教え

て欲しいと助言を求める二一ドとして顕在化しているわ

・けであり，子どもの障害が家族の生活全般に影をおとし

’て，再調整の二一ドを強くしていることがうかがえる。

　近隣関係で，「近所の人の無理解・好奇の目などに悩

む」「近所の子とうまく遊べないので悩む」はそれぞれ

r』盧要なポイ》トであるが，それが「適切な遊び場所」

　「適当な友達」という観念には直接つな渉りにくいこと

が推測される。　「近所の子が遊びに来てくれても反応が

・ないので帰ってしまう」「遊びたがって出かけるがいじ

められる」「遊んでもらえない」「突きとばされたりする

．ので危くて外へ遊びに出せないjなどいわゆるミ社会鳶

φ人々の障害に対する無理解が問題になっている場合が

’多かった。

　しかし母親の近隣関係での悩みが顕在的昌一ドとして

結実することには必ずしも至らては“ない。一これらの点

で問題がないというわけではなく森むしろ現実の祉会的

問題意識や問題意識に結びづける発想が容易ではない計

ないしは抑圧されているように解すべきかもしれないび

　グルーブ面接過程においでほヌソパ■め共感や支持な

さ塔∫一1感情的な二だわりが柔らぎ自由に動けるまぢ紀な

っていく場合が多く見られるが，・証会的商題意識や二一

ドとして顕在化して何らかの社会的課題解決行動に結び

つく過程は，今後の研究、を待たなければならない6障害

児のための地域活動などに結びつく協力・連帯意識に至

っては，なおのこと困難な過程を経なければならないで

あろう。

　〔E．医療機関・その他の通所機関との関係の問題〕

　医療機関に関しては、「受診が必要だろ’うか』と“う相

談が半数以上にみられる。個々には，脳波（4），耳鼻咽

喉（言語の問題として舌の異常1，発音1，ハーモニカ

が吹けない1，吸えない1）チ腹科（2），精神科（異常

行動1，大きくならない1，元黛がない1）一重腹して

いるケースもある一で脳波についての迷いが多く，また

受診への抵抗感と必要性の迷いの中にいる母親が多くみ

られた。

　〔F．教育・福祉制度についての問題〕

　福祉制度，愛め手懐などの受益については抵撹感，不

満が％以下，受益について知りたいという二一ドは1例

で関心が低い。ごれは家庭の経済状態や子どもの状態に

もよると思われるが，福祉制度に対する偏見ゐ存在もう

かがわれた。

　教育・入園に関する問題は，身近に迫った具体的なこ

ととして，当然の ことながら強い問題意識・ユードが示

されている。入園に関しての不安は，全ケrメが抱いて

いる。

　相談機関がその面での協力を迫られていることが改め

て痛感される。しかしここでも，より間接的な社会的・

制度的問題意識や，それk根ざした二一ドは必ずしも顕．

在化しておらず，従ってDの場合と同様（実際には必要

性があるわけであるから）相談機関側が配慮する必要性

が検討されなければならないし，さらに親の二一ドが現

築的に顕在化しうる過程の研究が課題になるであろう。

　〔G．その他〕

　その他に関しては，マスコミ情報の影響（％），母親の一、

カウソセリングを受けたいなど，社会的状況の反映とし

て注目されるが，該当数も少ないので考察は省略する。

6，おわりに

今回の研究では，就園前陣害幼児の母親の相談機関に‘
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対するi［ドを明確にすることを試みたのであるが，母

親面接の記録から面接担当者がそのモrドを拍出すると

いう方法をとった。従って面接者のとらえの枠組みの限

界i 視点の偏りがあり，結果の数値には面接者のフ宴rル

：タrが六き、く影響している。∵．

　母親の発言自体歎面接者のかまえ，グ揖霊プ㊨場合

はメ γバ「の髪質¢〉影響をまぬがれなセ、o
．、．

　本研究は，対象としたケース数も少な．く，また？機関i

の例にすぎない。母親の現実にヂより即した二［ドを明1

確にするには，． さらに今後の研究が必要であろう。

．・ おこの結果は，因子分析を用いて最終報告に至る匙

のであるが，それは次回にゆずり，、本論の段階ではケー

ス研究的検討と分類にとどめた。』

、　r　一

り
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